
第４１回新型コロナウイルス感染症対策本部会議要旨（速報） 

○実施日時／令和３年７月３０日 １７時００分～１７時３０分 

○発言要旨 

議事 発言 

次第１「本市の医

療体制について」 

※ 資料に基づき、健康福祉局から説明を行った。 

 

【本部長】 

・重症化している若年層は基礎疾患がある方か。 

【健康福祉局】 

・傾向としては何らかの基礎疾患がある方が重症化しているケースが多いよう 

に見ている。 

 

【本部長】 

・各区の状況はどうか。 

【幸区】 

・今月に入り陽性者数が増加し、４連休後は過去最高を更新している。衛生課は 

予断を許さない状況になっており、幸区では本庁から１名、委託派遣職員５名の 

応援を頂いているが、これに加えて区役所内の他部署から応援に入るといった 

状況。 

・現状、業務が遅れ始めており、今後さらに陽性者が増加すると応援体制の増強 

や、区役所業務の優先度の見極めを検討せざるを得ない状況になる。他区とは情 

報交換をしているが、幸区以上に厳しい状況にあり、区役所内で応援体制を組ん 

でいるが、陽性者の増加でさらに応援体制を増強しなくてはいけないというこ 

とで人の手当が厳しい。また、応援職員が増えたことによる執務スペースの不足 

や電話機が不足しているという課題がある。 

・更に、今秋予定されている選挙や、災害対応を視野に入れると、区役所内の応 

援体制が厳しくなると考えている。今後関係部署との連携を密にしなくてはな 

らないと考えている。 

【本部長】 

・加藤副市長を通じて状況は把握している。応援体制や、ヒト・モノの話は調整 

させて頂きたい。 

 

【本部長】 

・そのほか、岡部所長から何かありますか。 

【岡部所長】 

・午前中に分科会があり、残念な状況だが神奈川県を含む首都３県は緊急事態宣

言になる。 

・幸いなことに高齢者の感染者の減少、高齢者の重症者の減少、院内感染の減

少、高齢者施設のクラスターが減少しており、ワクチンのおかげと言えると思わ

れる。 

・変異株の影響で感染のスピードが早い印象もある。それによってワクチンがま

だ届いていない 40代、50代の数が増えているので、宿泊療養や自宅療養が増え

ている。 

・首相のところに分科会として話をしにいき、今まで十分に行き渡っていない対



策を確認し、強化して頂きたい旨申し入れた。また、お盆や夏休みでの不要不急

の外出の自粛や、テレワークの徹底、県境を越える移動を控えること、早期診断

のための抗原検査キットの応用、在宅医療や訪問看護などの応用を内容として

お願いした。また、８、９月を乗り切ればワクチン接種もある程度まで進むた

め、集団免疫とまでは行かないが重症者の数を減らすというところを目指して

メッセージを出して頂きたいとのお願いをしてきた。 

次第２「緊急事態

宣言下における本

市行政運営方針に

ついて」 

※ 資料に基づき、事務局から説明を行った 

 

【本部長】 

・夏休みで子供イベントなどもあると思うが、中止などは早急に検討し通知しな

ければならないのでよろしくお願いしたい。 

・わくわくプラザの利用の状況を教えて頂きたい。 

【こども未来局】 

・前回の緊急事態宣言に引き続き、どうしても必要な方以外は自粛してください

とお願いしているが、改めて周知したい。現在は多少戻ってきている状況と聞い

ている。 

【本部長】 

・１０歳以下の子どもの罹患が増えている状況を踏まえてコメントがあれば。 

【岡部所長】 

・相対的に増えてはいるが、小学校や幼稚園等で子どもから子どもといった広が

りは目下稀。ただ、家庭内の感染や学校・施設職員の感染から子どもが陽性にな

るなどのケースはある。 

【本部長】 

・改めて行政運営方針の通り徹底して頂くと再度周知する形でよろしいでしょ

うか。 

【岡部所長】 

・それでいいと思う。 

【本部長】 

・他になにかありますでしょうか。なければこの方針で進めます。詳細について

県・国の方針が確定したらまた通知させて頂きたい。 

その他 【教育委員会】 

・緊急事態宣言期間中の、市立学校等における教育活動の、主な対応について説

明する。 

・現在、市立学校は夏季休業中だが、修学旅行、自然教室等の宿泊を伴う行事を

予定している学校がある。緊急事態宣言期間中の宿泊を伴う行事については、感

染拡大防止の観点から、延期または中止とする。 

・夏季休業期間終了後の校外学習については、県外への移動を伴う活動は、中止

又は延期とするか、目的地を県内に変更するよう検討する。また、県内への移動

を伴う活動については、感染防止対策を十分確認した上で、公共交通機関を利用

しない場合に限定して実施可とし、公共交通機関を利用する場合は、延期又は中

止とする。 

・緊急事態宣言期間中の部活動については、緊急事態宣言の発効当日から 2 週

間の期間は、県大会や県コンクール等の上位大会等及びそれにつながる予選会



等並びに市中学校総合大会を除き、活動を停止する。活動可能となった場合も、

これらの大会を除き、校内での活動に限定し、活動日については中学校、高等学

校ともに、１団体につき週４日以内とする。部活動については、県内の動向を見

ながら適宜対応を検討していく。 

・学校施設有効活用事業については、中学校、高等学校の部活動の活動状況等を

踏まえ、緊急事態宣言の発効当日から 2週間の期間は、利用中止とする。利用再

開については、部活動の状況等を踏まえ、順次再開していく。 

 

【本部長】 

・市内の感染者が県内の１／３という状況になっている。一層気を引き締めなく

てはならないと思っている。各職場の感染対策をしっかり行うことと、それと同

時に、区長から話があったように衛生課など繁忙になっているところがあるの

で応援体制をしっかり組んでいくうえでも、優先する業務の洗い出しをして頂

き応援体制を組むなど、準備を一層お願いしたい。 

以上 


